
谷
川
道
雄
博
士
著
作
目
録



　
　
　
　
　
　
　

軍

　
　

行

　
　

本

唐

　

の

　

太

　

宗
（
中
國
人
物
叢
書
且

　

一
九
糎
二
九
四
頁
）

隋
唐
帝
國
形
成
史
論
（
二
二
靉
二
六
四
頁
）

中
國
中
世
仕
會
と
共
同
彊
（
二
二
糎
三
二
四
頁
）

世
界
帚
國
の
形
成
―
中
國
の
歴
史
（
２
）
１
（
新
書
東
洋
史
２

　

｛
八
糎
二
三
四
頁
｝

中
國
中
世
の
探
求
－
歴
史
と
人
間
―
（
一
九
糎
三
一
七
頁
）

交
感
す
る
中
世
－
日
本
と
中
國
１
（
網
野
善
彦
と
の
共
著

　

一
九
糎
二
九
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　

共

　

譚
・
共

　

編

中
國
歴
史
概
説

　

上
巻
（
勁
鍼
主
編
、
河
地
重
造
ら
と
共
謀

　

一
九
糎
二
七
九
頁
）

中
國
民
衆
叛
気
史
（
一
）
―
秦
ヽ
く
唐
―
（
森
正
夫
と
の
共
編
東
洋
文
庫

　

一
八
糎
四
五
七
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
）
―
宋
？
明
中
期
―
（
一
八
糎
四
八
九
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
）
―
明
末
？
清
Ｉ
Ｉ
（
一
八
懸
二
三
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
）
―
明
末
？
清
ｎ
ｌ
（
一
八
糎
四
二
五
頁
）

中
國
士
大
夫
階
級
と
地
域
祀
會
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
總
合
的
研
究

　

（
昭
和
五
七
年
度
文
部
省
科
學
研
究
費
補
助
金
總
合
研
究
（
Ａ
）
成
果
報
告
書
）

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
１

　

（
二
二
糎
四
〇
九
頁
）

人筑國講

物

　

往

　

爽

　

摩

　
　

書

書

　

刊

　

行

　
　

談

牡房會祀

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
出
版
部

ﾔ．大平同

一

一

一
九
六
七
年

一
九
七
一
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
八
七
年

四
月

十
月

九
月

二
月

九
月

テ

　
　

ー
九
八
八
年

　

七
月

月

　
　

書

　
　

店

　
　

几

　
　
　
　

壮

朋

一
九
五
六
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

十
月

八
月

三
月

四
月

三
月

三
月

舎

　
　

一
九
八
三
年
十
一
月
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ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
２

　

（
二
二
糎
四
一
七
頁
）

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
３

　

（
二
二
糎
四
二
〇
頁
）

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
４

　

（
二
二
糎
七
〇
三
頁
）

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
５

　

（
二
二
糎
六
二
二
頁
）

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
別
巻
（
二
二
糎
二
六
八
頁
）

地
域
祀
會
在
六
朝
政
治
文
化
上
所
起
的
作
用

　

谷
中
國
際
共
同
研
究
報
告
書
）

中
國
漫
境
仕
會
の
歴
史
的
研
究

　

（
昭
和
六
三
年
度
文
部
省
科
學
研
究
費
補
助
金
總
合
研
究
（
Ａ
）
成
果
報
告
書
）

　
　
　
　
　
　
　

論

　
　
　
　
　

文

唐
代
の
藩
銀
に
つ
い
て
Ｉ
浙
西
の
場
合
１

唐
代
の
職
田
制
と
そ
の
克
服

「
安
史
の
乱
」
の
性
格
に
つ
い
て

廠
前
の
既
に
つ
い
て

武
后
朝
末
年
よ
り
玄
宗
朝
初
年
に
い
た
る
政
９
　
に
つ
い
て

同

　

同

　

同

　

同

　

同

朋

　

朋

　

朋

　

朋

　

朋

舎舎舎舎舎

一
九
八
三
年
十
一
月

一
九
八
三
年
十
一
月

一
九
八
四
年

　

九
月

一
九
八
四
年
十
二
月

一
九
八
七
年

　

六
月

一
九
八
九
年

　

三
月

一
九
八
九
年

　

三
月

史
林

　

第
三
五
巻
第
三
琥

　
　

一
九
五
二
年

　

十
月

東
洋
史
研
究
第
十
二
巻
第

　
　

一
九
五
三
年

　

九
月

五
琥

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
五
四
年

　

三
月

論
集
Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
（
史
學
３
）

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
五
五
年

　

一
月

論
集
Ｘ
｛
（
史
學
４
）

東
洋
史
研
究
第
十
四
巻
第

　
　

一
九
五
六
年

　

三
月

1Ｖ



　

１
唐
代
貴
族
制
研
究
へ
の
一
硯
角
―

北
魏
末
の
内
気
と
城
民
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
）

北
魏
官
界
に
お
け
る
門
閥
主
義
と
賢
才
主
義

北
朝
末
期
の
郷
兵
に
つ
い
て

北
斉
政
治
史
と
漢
人
貴
族

慕
容
燕
の
権
力
構
造
－
と
く
に
前
燕
を
中
心
と
し
て
１

唐
末
の
諸
叛
乱
の
性
格

初
期
拓
践
國
家
に
お
け
る
王
権

北
魏
研
究
の
方
法
と
課
題

南
匈
奴
の
國
家
前
後
雨
趙
政
権
の
性
格
に
つ
い
て

中
國
史
の
世
界
史
的
把
握
は
ど
う
進
ん
だ
か
（
１
）

四
琥

史
林

　

第
四
一
巻
第
三
読

　
　

一
九
五
八
年

　

四
月

史
林

　

第
四
一
倦
第
五
読

　
　

一
九
五
八
年

　

九
月

名
古
屋
大
學
文
學
部
十
周

　
　

一
九
五
九
年

　

三
月

年
記
念
論
集

東
洋
史
研
究
第
二
十
巻
第

　
　

一
九
六
二
年

　

三
月

四
肢

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
六
二
年

　

三
月

論
集
Ｘ
Ｘ
Ｖ
Ｉ
（
史
學
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
六
三
年

　

三
月

　

ｖ

論
集
Ｘ
Ｘ
只
（
史
學
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

歴
史
教
育
第
十
一
巻
第
四

　
　

一
九
六
三
年

　

四
月

読史
林

　

第
四
六
倦
第
六
読

　
　

一
九
六
三
年
十
一
月

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
六
四
年

　

三
月

論
集
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
（
史
學
1
1
）

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
六
五
年

　

三
月

論
集
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｖ
（
史
學
1
2
）

歴
史
評
論

　

第
一
八
四
肢

　
　

一
九
六
五
年
十
二
月



　

１
古
代
壮
會
の
性
格
論
９
　
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

五
胡
十
六
國
お
よ
び
北
周
の
諸
君
主
に
お
け
る
天
王
の
稲
武
に
つ
い
て

北
朝
の
貴
族
制

均
田
制
の
理
念
と
大
土
地
所
有

蘇
緯
の
六
條
詔
書
に
つ
い
て

周
隋
革
命
の
経
緯
に
つ
い
て
Ｉ
周
鎧
國
家
の
悲
劇
―

中
國
史
研
究
の
新
ら
し
い
課
題
―
封
建
制
の
再
評
價
問
題
に
ふ
れ
て
１

高
順
と
隋
の
政
界

五
胡
十
六
國
史
上
に
お
け
る
符
堅
の
位
置

中
世
史
研
究
に
お
け
る
立
場
と
方
法
（
川
勝
義
雄
と
共
著
）

北
朝
貴
族
の
生
活
倫
理

拓
駿
國
家
の
展
開
と
貴
族
制
の
再
編

名
古
屋
大
１
　
文
學
部
研
究

　
　

一
九
六
六
年

　

三
月

論
集
Ｘ
に
（
史
學
1
4
）

歴
史
教
育
第
十
四
巻
第
五

　
　

一
九
六
六
年

　

五
月

胱東
洋
史
研
究
第
二
五
巻
第

　
　

一
九
六
七
年

　

三
月

四
肢

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
六
七
年

　

三
月

論
集
Ｘ
に
べ
（
史
學
1
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

古
代
文
化
第
十
八
巻
第
五

　
　

一
九
六
七
年

　

五
月

　

．
ｗ

ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

日
本
史
研
究

　

第
九
四
肢

　
　

一
九
六
七
年
十
一
月

田
村
博
士
頌
壽
東
洋
史
論

　
　

一
九
六
八
年

　

三
月

叢名
古
屋
大
學
文
９
　
部
二
十

　
　

一
九
六
八
年
十
二
月

周
年
記
念
論
集

中
國
中
世
史
研
究

　
　

一
九
七
〇
年

　

三
月

中
國
中
世
史
研
究

　
　

一
九
七
〇
年

　

三
月

岩
波
講
座
世
界
歴
史

　

第

　
　

一
九
七
〇
年

　

九
月



北
朝
郷
兵
再
論
ｉ
波
多
野
教
授
の
軍
閥
研
究
に
寄
せ
て
Ｉ

六
朝
貴
族
に
お
け
る
學
問
の
意
味

中
國
祀
會
の
構
造
的
特
質
と
知
識
人
の
問
題

　

「
共
同
彊
」
論
争
に
つ
い
て
Ｉ
中
國
史
研
究
に
お
け
る
思
想
状
況
Ｉ

中
國
官
僚
制
の
ひ
と
つ
の
見
方

鄭
道
昭
と
そ
の
一
族

隋
唐
政
治
史
に
闘
す
る
二
、
三
の
問
題
―
と
く
に
古
代
末
期
説
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

中
國
古
代
中
世
史
と
人
間
ｉ
宇
都
宮
學
の
世
界
―

河
朔
三
鎮
に
お
け
る
節
度
使
権
力
の
性
格

東
ア
ジ
ア
世
界
形
成
期
の
史
的
構
造
１
冊
封
膿
制
を
中
心
と
し
て
Ｉ

五
巻

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
七
二
年

　

三
月

論
集
ｒ
べ
｛
（
史
學
1
9
）

名
古
屋
大
學
東
洋
史
研
究

　
　

一
九
七
二
年
十
一
月

報
告
―

思

　
　

想

　

第
五
八
二
読

　
　

一
九
七
二
年
十
二
月

名
古
屋
人
文
科
學
研
究
會

　
　

一
九
七
四
年
十
二
月

　

『
年
報
』
一

ア
ジ
ア
ー
ク
ォ
ー
タ
リ
ー

　
　

一
九
七
五
年

　

一
月

第
七
巻
第
一
読

-

　

●●
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書

　
　
　
　

論

　

第
六
胱

　
　

一
九
七
五
年

　

五
月

　

一

東
洋
史
研
究
第
三
四
倦
第

　
　

一
九
七
五
年
十
二
月

三
胱

名
古
屋
大
學
東
洋
史
研
究

　
　

一
九
七
六
年
十
一
月

報
告
４

名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究

　
　

一
九
七
八
年

　

三
月

論
集
ｒ
ｘ
ｘ
｛
く
（
史
學
2
5
）

隋
唐
帚
國
と
東
ア
ジ
ア
世

　
　

一
九
七
九
年

　

八
月

界



六
朝
時
代
の
都
市
と
農
村
の
分
化
に
開
す
る
試
論

自
管
農
民
と
國
家
と
の
共
同
瞭
的
開
係
－
北
魏
の
農
業
政
策
を
素
材
と
し
て
Ｉ

北
朝
末
？
五
代
の
義
兄
弟
結
合
に
つ
い
て

武
川
鏝
軍
閥
の
形
成

則
天
武
后
の
明
堂

試
論
・
隋
唐
國
家
の
歴
史
的
構
造

西
魏
・
北
周
・
隋
・
唐
政
権
と
府
兵
制

中
國
史
の
時
代
匹
分
問
題
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
現
時
鮎
か
ら
の
省
察
Ｉ

府
兵
制
と
府
兵
制
國
家

貴
族
制
と
封
建
制
１
川
勝
義
雄
氏
の
遺
業
に
よ
せ
て
１

貞
親
政
風
の
一
研
究

六
朝
時
代
的
襄
陽
呉
江
陵
（
王
霜
媚
詳
）

中
國
聚
落
史
の
研
究

　
　

一
九
八
〇
年

　

三
月

名
古
屋
大
學
東
洋
史
研
究

　
　

一
九
八
〇
年

　

八
月

報
告
６

東
洋
史
研
究
第
三
九
巻
第

　
　

一
九
八
〇
年

　

九
月

二
胱

名
古
屋
大
學
東
洋
史
研
究

　
　

一
九
八
二
年
十
二
月

報
告
８

同

　
　

朋

　
　

第
五
五
胱

　
　

一
九
八
三
年

　

一
月

新
し
い
歴
史
學
の
た
め
に

　
　

一
九
八
三
年

　

五
月

第
一
七
一
読

中
國
律
令
制
の
展
開
と
そ

　
　

一
九
八
四
年

　

三
月

の
國
家
・
仕
會
と
の
開
係

史
林

　

第
六
八
巻
第
六
胱

　
　

一
九
八
五
年
十
一
月

律
令
制
１
中
國
朝
鮮
の
法

　
　

一
九
八
六
年

　

二
月

と
國
家
１

中
國
貴
族
制
註
會
の
研
究

　
　

一
九
八
七
年

　

三
月

論
集
中
國
祀
會
・
制
度
・

　
　

一
九
八
七
年

　

十
月

文
化
史
の
諸
問
題

古
代
長
江
中
游
的
経
済
開

　
　

一
九
八
八
年

　

一
月

VIU



地
域
祀
會
在
六
朝
政
治
文
化
上
所
起
的
作
用
（
王
霜
媚
詳
）

雨
魏
斉
周
時
代
の
覇
府
と
王
都

河
朔
三
儀
に
お
け
る
藩
帥
の
承
徽
に
つ
い
て

後
漢
末
・
魏
晋
時
代
の
遼
西
と
遼
東
１
時
代
の
轄
換
と
漫
境
此
會
―

譚

註

唐
末
三
大
叛
気

　
　
　
　
　
　
　

概

　

胆
・
傅

　

記

隋
・
唐
の
世
界
帚
國
（
横
田
滋
と
共
著
）

五
胡
十
六
國

　

異
民
族
王
朝
の
気
立
興
｛
｝

中
原
に
生
き
る
匈
奴
た
ち
Ｉ
貴
族
・
民
衆
・
知
識
人
―

崔
浩

　

知
性
の
悲
劇

翌
（
武
漢
出
版
社
）

地
域
社
會
在
六
朝
政
治
文

　
　

一
九
八
八
年

　

Ｅ
月

化
上
所
起
的
作
用

中
國
都
市
の
歴
史
的
研
究

　
　

一
九
八
八
年

　

三
月

中
國
古
代
の
法
と
社
會

　
　

一
九
八
八
年

　

七
月

中
國
１
　
境
祀
會
の
歴
史
的

　
　

一
九
八
九
年

　

三
月

研
究

中
國
民
衆
叛
乱
史
Ｉ

　
　

一
九
七
八
年

　

八
月

ア
ジ
ア
史
講
座

　

第
一
倦

日
本
と
世
界
の
歴
史
第
三

倦
古
代
〈
東
洋
〉

一
九
五
五
年

　

六
月

一
九
六
九
年
十
二
月

歴
史
と
人
物
第
三
年
第
六

　
　

一
九
七
三
年

　

六
月

胱歴
史
と
人
物
第
三
年
第
十

　
　

一
九
七
三
年
十
一
月

一
読

-
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中
國
の
「
家
」
と
三
結
合
へ
の
硯
黙

五
胡
十
六
國

唐

　

の

　

太

　

宗

魏
晋
南
北
朝

南
北
朝
時
代
の
中
國

　

異
質
世
界
の
融
合

三
大
家
と
そ
の
時
代

東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　

批

　

評
・
展

　

望

京
大
東
洋
史
一
、
二
、
三

隋
唐
帝
國
を
ど
う
考
え
る
か

古

　

代
、
東

　

洋

い

　
　
　
　

ち

　

第
六
読

　
　

一
九
七
五
年

　

六
月

月
刊
シ
ル
ク
ロ
１
ド
第
六

　
　

一
九
八
〇
年

　

二
月

巻
第
二
琥

人
物
中
國
の
歴
史

　

長
安

　
　

一
九
八
一
年

　

八
月

の
春
秋

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
１

　
　

一
九
八
三
年
十
一
月

週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴

　
　

一
九
八
七
年

　

二
月

史
4
4

墨

　
　

第
七
二
琥

　

一
九
八
八
年

　

六
月

　

一

ひ
と

　

も
の

　

こ
こ
ろ
第

　
　

一
九
八
八
年
十
一
月

　

ｘ

二
期
第
五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

東
洋
史
研
究
第
十
一
巻
第

　
　

一
九
五
二
年

　

七
月

五
・
六
琥

東
洋
史
研
究
第
十
二
巻
第

　
　

一
九
五
二
年
十
二
月

二
読

歴
史
學
の
成
果
と
課
題

　
　
　

一
九
五
四
年
十
一
月

（
Ｖ
）



一
東
洋
史
研
究
者
に
お
け
る
現
賓
と
學
問

魏
晋
南
北
朝
Ｉ
一
九
六
一
年
の
歴
史
學
界
・
回
顧
と
展
望
ｉ

府
兵
制
度
考
憚
（
谷
響
光
著
）

六
朝
貴
族
制
祀
會
の
史
的
性
格
と
律
令
談
制
へ
の
展
開

魏
晋
南
北
朝
―
一
九
六
六
年
の
歴
史
學
界
・
回
顧
と
展
望
－

中
國
史
研
究
の
新
ら
し
い
課
題
再
論

　

１
重
田
徳
氏
「
封
建
制
の
観
鮎
と
明
清
祀
會
」
を
讃
ん
で
Ｉ

隋
唐
帚
國
（
布
目
潮
颯
・
栗
原
盆
男
著
）

自
由
と
連
帯
の
覗
座
１
中
國
史
の
場
合
―

六

　

朝
・
隋

　

唐

六
朝
飲
會
史
を
め
ぐ
る
最
近
の
研
究
動
向
１
分
期
問
題
と
共
同
膿
論
―

中
國
中
世
に
お
け
る
「
公
」
－
教
團
・
名
望
家
支
配
・
國
家
―

新
し
い
歴
史
學
の
た
め
に

　
　

一
九
六
一
年

　

四
月

第
六
八
読

史
學
雑
誌
第
七
一
倦
第
五

　
　

一
九
六
二
年

　

五
月

胱東
洋
史
研
究
第
二
二
巻
第

　
　

一
九
六
三
年

　

十
月

二
胱

牡
會
経
済
史
學
第
三
一
巻

　
　

一
九
六
六
年

　

二
月

第
一
？
五
琥

史
學
雑
誌
第
七
六
巻
第
五

　
　

一
九
六
七
年

　

五
月

琥東
洋
史
研
究
第
二
八
巻
第

　
　

一
九
六
九
年
十
二
月

二
二
二
琥

名
古
屋
大
學
東
洋
史
研
究

　
　

一
九
七
五
年

　

四
月

報
告
３

年

　

報

　

中
世
史
研
究
４

　
　

一
九
七
九
年

　

五
月

日
本
に
お
け
る
歴
史
學
の

　
　

一
九
八
〇
年

　

二
月

翌
達
と
現
状
Ｖ

中
國
歴
史
學
界
の
新
動
向

　
　

一
九
八
二
年

　

五
月

月
刊
百
科
第
二
四
〇
胱

　
　

一
九
八
二
年

　

十
月

-
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雑

　
　
　
　
　

録

古
典
的
知
識
人
か
ら
現
代
的
知
識
人
へ

中
國
中
世
の
説
話
―
『
太
平
廣
記
』
の
世
界
１

　

「
は
じ
め
に
」

蔵
書
の
世
界

「
著
作
史
」
の
一
硯
黙

　

著
這
と
纂
輯

日
野
史
學
私
考

弔

餅
（
追
悼
川
勝
義
雄
教
授
）

中
央
公
論

　

第
八
十
九
年

　
　

一
九
七
四
年
十
一
月

第
十
一
読

傅
統
と
現
代

　

第
三
十
読

□
）
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

日
野
開
三
郎
東
洋
史
學
論

集
第
一
巻
編
集
の
し
お
り

人

　
　
　

文

　

第
三
〇
読

｝
）
ｒ
ｅ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
　
ｅ
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
　
Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
ｖ
ａ
ｌ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
　
ｉ
ｉ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
　
C
o
m
m
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ

　
　
　

（
t
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
l
a
t
ｅ
ｄ
｡
　
w
i
t
ｈ
　
ａ
ｎ
　
i
n
t
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
｡
　
ｂ
ｙ
　
Ｊ
ｏ
ｓ
ｈ
ｕ
ａ
　
Ａ
.
　
Ｆ
０
ｅ
ｅ
ｌ
｡
　
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
i
t
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
Ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｆ
ｏ
ｒ
ｎ
ｉ
ａ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
）

訪
中
日
記
抄

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門

朧
野
の
廣
さ
、
洞
察
力
の
深
さ

一
九
七
四
年
十
一
月

一
九
七
五
年

　

九
月

一
九
七
七
年

　

六
月

一
九
八
〇
年

　

九
月

一
九
八
四
年

　

三
月

　

‥
Ｅ

一
九
八
五
年

　

一

名
古
屋
大
學
東
洋
史
研
究

　
　

一
九
八
五
年

　

八
月

報
告
1
0

出
版
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
第
一

　
　

一
九
八
六
年

　

十
月

一
八
〇
脱

日
野
開
三
郎
東
洋
史
學
論

　
　

一
九
八
七
年

　

九
月

集
第
二
期
パ
ン
フ
レ
″
ト



復
刻
を
喜
ぶ

大
學
の
窓
か
ら
覗
い
た
蚕
湾
の
壮
會

　
　
　
　
　
　
　

講
演
記
録
・
要
旨

中
國
古
代
末
期
の
農
民
闘
９
　

　

（
一
九
五
四
年
五
月
、
歴
史
學
研
究
會
大
會
報
告
）

隋
唐
帝
國
へ
の
道

　

（
一
九
七
六
年
六
月
、
三
愛
會
に
お
け
る
講
演
）

隋
唐
五
代
の
義
兄
弟
結
合
に
つ
い
て

　

（
一
九
七
九
年
十
一
月
、
東
洋
史
研
究
會
大
會
報
告
要
旨
）

四
世
紀
の
中
國
―
古
墳
時
代
の
東
ア
ジ
ア
ー

　

（
一
九
八
五
年
十
二
月
、
島
根
史
學
會
大
會
報
告
）

魏
晋
南
北
朝
及
隋
唐
的
祀
會
和
國
家

　

（
一
九
八
四
年
六
月
、
中
國
牡
會
科
學
院
歴
史
研
究
所
に
お
け
る
學
術
報
告
、
姜
鎮
慶
譚
）

中
國
史
上
的
中
世

　

（
一
九
八
七
年
十
一
月
、
國
立
姿
湾
師
範
大
學
歴
史
學
研
究
所
に
お
い
て
、
邱
添
生
譚
）

六
朝
豪
族
仕
會
と
東
ア
ジ
ア
世
界

　

（
一
九
八
六
年
八
月
、
ツ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
文
化
と
東
ア
ジ
ア
」
に
お
け
る
報
告
）

冊
府
元
亀
奉
使
部
外
臣
部

　
　

一
九
八
八
年

　

九
月

索
引
再
刊
パ
ソ
フ
レ
″
ト

東

　
　
　

方

　

第
九
二
琥

　
　

一
九
八
八
年
十
一
月

歴

　

史

　

と

　

現

　

代

　
　

一
九
五
五
年

　

一
月

教
養
講
演
集
４

　

人
間
と

　
　

一
九
七
六
年

　

十
月

文
化
（
三
愛
新
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

東
洋
史
研
究
第
三
八
巻
第

　
　

一
九
七
九
年
十
二
月

　

釦

三
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

島
根
史
學
會
會
報
第
一
〇

　
　

一
九
八
六
年

　

五
月

胱中
國
史
研
究
一
九
八
六
年

　
　

一
九
八
六
年

　

八
月

第
三
期

思
血
ハ
言
雑
誌
第
二
五
巻
第

　
　

一
九
八
八
年

　

一
月

五
琥

日
本
文
化
研
究
施
設
報
告

　
　

一
九
八
八
年

　

三
月

「
日
本
文
化
と
東
ア
ジ
ア
」



大
唐
世
界
帚
國
的
統
治
之
道

　

（
一
九
八
七
年
十
二
月
、
塵
湾
國
立
政
治
大
學
歴
史
學
研
究
所
に
お
け
る
講
演
、
高
明
士
詳
）

○
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｏ
ｔ
　
Ｆ
ｕ
-
Ｆ
ｉ
ｎ
ｇ
（
（
ｊ
ａ
ｒ
ｒ
i
ｓ
ｏ
ｎ
　
M
i
l
i
t
i
a
）

　

（
一
九
八
八
年
五
月
、
第
十
三
回
國
際
東
方
學
者
會
議
開
西
部
會
に
お
い
て
）

中
國
文
化
と
中
國
仕
會

　

（
一
九
八
八
年
七
月
、
東
海
大
學
文
明
研
究
所
に
お
け
る
講
演
）

　
　
　
　
　
　
　

斟

　

典

　

項

　

目

世
界
大
百
科
事
典

　

安
史
の
胤
、
安
東
都
護
府
、
安
峰
山
、
王
仙
芝
、
黄
巣
の
乱

ア
ジ
ア
歴
史
事
典

　

殷
開
山
、
烏
承
耽
、
王
涯
、
韓
思
復
、
牛
弘
、
許
孟
容
、
源
乾
曜
、
高
開
道
、
孔

　

紹
安
、
崔
胤
、
崔
廓
、
周
（
武
周
）
、
霜
宗
（
唐
）
、
蕭
璃
、
秦
瓊
、
辛
徳
源
、
醇
拳
、

　

陣
仁
果
、
蘇
威
、
宋
金
剛
、
大
業
雑
記
、
中
宗
（
唐
）
、
張
仁
悳
、
沈
法
興
、
陳
稜
、

　

鄭
詳
、
賓
毅
、
賓
建
徳
、
狽
孤
信
、
杜
黄
裳
、
杜
伏
威
、
南
陽
公
主
、
裴
伯
先
、

　

文
帚
（
隋
）
、
庚
季
才
、
楊
玄
感
、
楊
師
道
、
楊
素
、
楊
踪
、
楊
諒
、
来
護
兄
、
羅

　

胚
、
李
子
通
、
李
密
、
劉
方

大
日
本
百
科
事
典

　

均
田
法
、
節
度
使
、
租
庸
調
、
中
宗
、
唐
、
唐
太
宗
、
房
玄
齢
、
楊
炎
、
李
勣
、

歴
史
月
刊

　

第
一
二
期

　
　

一
九
八
九
年

　

一
月

國
際
東
方
學
者
會
議
紀
要

　
　

一
九
八
九
年

　

二
月

第
三
三
好

文

　
　
　

明

　

第
五
五
琥

　
　

一
九
八
九
年

　

三
月

平

　　

平/j

几

　　

几學

祀

　
　

一
九
五
五
年
十
月

　
　
　

？
一
九
五
七
年
二
月

壮

　
　

一
九
五
九
年
九
月

　
　
　

ヽ
ぐ
一
九
六
二
年
四
月

館

　
　

一
九
六
七
年
十
一
月

　
　
　

？
一
九
七
二
年
七
月
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劉
晏
、
雨
税
法

中
國
思
想
事
典

　

官
僚
制
、
貴
族
制
、
均
田
法
、
辛
徳
源
、
蘇
棹
、
府
兵
制
、
封
建
制

平
凡
祀
大
百
科
事
典

　

安
史
の
既
、
塙
、
宇
文
化
及
、
宇
文
泰
、
宇
文
融
、
燕
（
慕
容
氏
）
、
燕
（
馮
氏
）
、

　

王
世
充
、
王
仙
芝
、
夏
、
開
元
の
治
、
郭
子
儀
、
赫
連
勃
勃
、
貿
充
、
1
3
　
舒
翰
、

　

家
父
長
制
、
勧
農
、
魏
、
飢
饉
、
義
兄
傅
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
、
兄
弟
分
、
高
歓
、

　

後
宮
、
高
頬
、
寇
謙
之
、
皇
后
、
高
祖
（
唐
）
、
黄
巣
の
胤
、
皇
太
后
、
孝
文
帚
、

　

五
諌
、
五
胡
十
六
國
、
胡
太
后
、
崔
浩
、
三
國
時
代
、
爾
朱
柴
、
徒
民
政
策
、
周
、

　

十
六
國
春
秋
、
貞
観
の
治
、
但
渠
蒙
遜
、
女
史
、
秦
（
馮
氏
）
、
秦
（
姚
氏
）
、
秦

　
　

（
乞
伏
氏
）
、
人
文
、
成
、
斉
、
西
魏
、
石
虎
、
石
崇
、
石
勒
、
宋
雲
、
蘇
緯
、
祖

　

鴛
、
太
上
皇
、
太
宗
（
唐
）
、
太
武
帚
、
拓
践
氏
、
地
文
、
趙
（
劉
氏
）
、
趙
（
石
氏
）
、

　

張
華
、
張
軌
、
張
議
潮
、
長
孫
無
忌
、
陳
寅
恪
、
秋
仁
傑
、
天
王
、
天
文
、
東
魏
、

　

憧
約
、
統
萬
城
、
東
洋
史
學
、
禿
髪
氏
、
都
督
、
年
代
記
、
幕
府
、
部
曲
、
符
健
、

　

荷
堅
、
武
帚
（
周
）
、
府
兵
制
、
父
老
、
文
宣
帚
、
平
均
思
想
、
兵
戸
、
超
助
の
乱
、

　

北
朝
、
慕
容
雍
、
慕
容
凱
、
慕
容
儒
、
慕
容
垂
、
野
干
、
姚
興
、
陸
贅
、
六
鍋
の

　

既
、
李
靖
、
李
徳
林
、
李
雄
、
劉
淵
、
劉
聴
、
劉
備
、
劉
曜
、
涼
（
張
氏
）
、
涼

　
　

（
呂
氏
）
、
涼
（
禿
髪
氏
）
、
涼
（
胆
渠
氏
）
、
涼
（
李
氏
）
、
歴
史
、
狼
邪
、
六
鎬
の
既
、

　

李
靖
、
李
徳
林

研

　
　

文

　
　

出

　
　

版

　
　

一
九
八
四
年

　

四
月

平

几

壮

　
　

一
九
八
四
年
十
一
月

　
　
　

？
一
九
八
五
年
六
月
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通
典
、
杜
佑
、
北
魏
、
北
周
、
北
斉
、
姚
崇
、
李
勣

ｊ

學

館

　

一
九
八
四
年
十
一
月

　
　

？
一
九
八
八
年
十
一
月
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